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中国語短期研修は学生に何をもたらすか
―「学習日記」の分析から―
村　上　公　一　　
0．はじめに
現在，多くの大学において中国，台湾での短期中国語研修が実施されている。現地研修の最大の
利点は，中国語の生活空間の中で学習を行う点にある。教室での中国語学習と教室外での体験との
相互作用により生成される学びのダイナミズムは現地研修ならではの特長である。数週間の現地研
修を経ることにより参加者の多くは中国語コミュニケーション能力の大幅な向上とその後の中国語
学習への強い動機を獲得している。
では，この短期間における中国語コミュニケーション能力の向上と学習への動機はどのような過
程を経て獲得されているのか。教室での中国語学習と教室外での体験との相互作用がもたらすもの
であることは確かであろうが，その獲得のメカニズムは必ずしも明らかではない。
筆者は 2008 年春に実施した現地研修において，現地での教室学習をビデオ撮影するとともに，参
加者全員に「授業で学習したこと」「輔導で学習したこと」「校外学習や個人行動のメモ」「予習復習」
「一日の反省，明日に向けて」の 5 項目からなる学習日記をつけてもらった。1 これらの分析を通し
て研修期間中に彼らに生じた変化を明らかにする作業を行なっている。本稿ではその作業の過程で
明らかになったことがらの一部を報告する。
1．対象とした語学研修
分析の対象となる研修は，2008 年 3 月 5 日から 21 日にかけて国立台湾師範大学華語文教学研究
所で実施した。この研修は早稲田大学が実施しているチュートリアル中国語における 3 種類の授業
形式「対面チュートリアル（日本の教室で行う対面形式での授業）」「遠隔チュートリアル（学生は
日本の教室，教員は台北または北京，テレビ会議システムで行なう遠隔形式の授業）」「現地チュー
トリアル（台北また北京で実施する対面形式の授業）」のうちの「現地チュートリアル」として 2001
年度から毎年実施しているものである。2 参加者は 24 名（男子 8 名，女子 16 名）。学年内訳は 1 年
14 名，2 年 6 名，4 年 3 名，大学院生 1 名である。少人数（1 クラス最大 5 名）授業を行うため，参
加者は事前にクラス分けテストの成績により 5 クラスに分けた。
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研修の日程は以下の通り。＊（　）の活動は希望者のみ
月日 午前 午後 夜 3/13 授業 （輔導）（龍山寺 / 華西街） 　
3/5 　 台北到着 歓迎会 3/14 授業 （輔導）（北投温泉博物館） 　
3/6 授業 輔導 （永康街） 3/15 授業 （輔導）（淡水老街 / 漁人碼頭） 　
3/7 授業 輔導 （公館） 3/16 自由活動
3/8 授業 輔導 （101） 3/17 授業 （輔導） 　
3/9 授業 輔導 　 3/18 授業 （輔導） 　
3/10 授業 （故宮博物院 / 士林夜市） 3/19 授業 （輔導） （KTV）
3/11 九份 / 鼻頭歩道 / 基隆中正公園 3/20 授業 （輔導） 惜別会
3/12 授業 （輔導）（総統府 / 台湾博物館） 　 3/21 発表会 台北出発 　
毎日，午前中（9 時 –12 時）は 5 クラスに分かれての授業。テキストは『青春遊学』（信世昌，林
秀惠編，遠流出版 / 国立台湾師範大学華語文教学研究所 2008）を使用した。3 このテキストはこれ
までの研修の実践の中から生まれた短期研修用の教材で，日本人学生が台北桃園空港に到着した場
面から始まり，研修終了時にチューターに送るカードの作成で終わる。教室学習では常に授業外の
活動とリンクさせることを意識し，授業内容を踏まえた実生活での言語実践を宿題として課すこと
や，授業後の活動を翌日の授業で報告させるといった内容も組み込んでいる。
最初の 4 日間の午後（2 時 –5 時）はチューター 1 人対学生 2 人の輔導を行っている。ここではチュー
ターのサポートのもと主に授業の復習を行う。中国語の学習を中心とする本研修をスムーズにスター
トさせることが目的であり，全員の参加を義務付けている。それ以降の輔導は希望者のみの参加となる。
研修の前半では，午後や夜に自由参加の課外活動を多く入れている。これは台湾師範大学の大学
院生の付き添いのもと，台北市内の様々な場所に出かけてみるという内容だが，初めて台湾に来て
すぐさま個人活動というのが難しい学生向けのもので，学生は適宜選択して参加している。午後や
夜の活動内容は翌日授業の冒頭で報告することになるが，学生が共通の場所に行っている場合は話
題を共有しやすく，特にレベルの低いクラスでは有効であろうとの考えもある。
研修は中国語による記念冊子作成と最終日の中国語による発表会（スピーチ大会）で終了する。
2．研修による成績推移
早稲田大学のチュートリアル中国語のクラス分けには TACC（Test of Ability for Chinese Communication）
を利用している。コンピュータ適応型テスト（Computerized Adaptive testing）による Web ベース
の試験であり，何度受験しても同一の基準をよる成績が出ることになっている。試験は全てリスニ
ング形式で以下の 4 種類の設問からなる。4
1．中国語の単語（音声）を聴いてピンインを選択する問題（10 問）
2．中国語の単語（音声）聴いて日本語訳を選択する問題（10 問）
3．中国語（音声）を聴いて，その続きとして適当な文を選ぶ問題（10 問）
4． 中国語会話とその内容に関する質問（音声）を聴いて，答えを選ぶ問題（10 問）
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研修の成果を測るため，参加学生には研修終了
後の 3 月末に再度 TACC 受験を促したところ，13
名が受験した。各学生の成績推移は右表の通り。
全体としては研修前（1 月末）と研修後（3 月末）
の平均点が 193.8 点→ 210.5 点と 16.7 点の増加が
みられた。成績の上がった学生が 9 名と約 7 割を
占め，研修に一定の成果があったことが確認でき
る。しかし成績が下がった学生も4名存在すること，
また得点の増減幅も +65 点から –37 点まで，100
点を越えていることなどから，今回の研修の成果
が学生によって大きく異なっていたことがわかる。
以下，上昇幅の大きい 2 名（Ａ：+65，Ｂ：+45）
と下降幅の大きい 2 名（Ｌ：–8，Ｍ：-37）の学習
日記の分析を通して，その原因を探っていく。
3．学習日記（「一日の反省，明日に向けて」）の分析
学習日記は毎日 B4 に 1 ページ，「授業で学習したこと」「輔導で学習したこと」「校外学習や個人
行動のメモ」「予習復習」「一日の反省，明日に向けて」の 5 項目について自由記述してもらうもの
である。原則として，毎日就寝前に一日の活動を思い出して記入することになっていたが，時には
後から数日分まとめて記入することもあったようである。（末尾にＢの 3/7 の「学習日記」を掲載す
るので，参照されたい。）
「学習日記」のうち，Ａ，Ｂ，Ｌ，Ｍの「一日の反省，明日に向けて」の記述を一覧表の形でまと
めると以下のようになる。
月日 A（+65） B（+45） L（–8） M（–37）
3/5 明日から頑張って授業に
ついていきたい。
言葉につまることもいっぱいあったけど，自
分の少ない語句でも会話ができることが分か
ってすごく嬉しい。思ったよりも通じてやる
気が出た。積極的に会話できたらいいな。
すこしずつ相手が何を
言っているか聞き取れ
るようになりたい。
沢山間違えても喋ろう
と思った。
3/6 E 班のクラスメイトの名
称を覚える。←中国語で！
先生が全員に質問してくれるから自分の間
違いを指摘してもらえてよかった。最初か
ら速いスピードで進んであっという間に 1
課終わったので，ちゃんと予習復習して身
につけられるようにしようと思った。
L ①会話に抵抗がある。
伝わるか分からなくて
も言ったほうがいいか
も。
言われた単語は出来る
だけ覚えていきたい。
食べ物もやたらめった
ら訊ねられるので，名
前を意識したい。
3/7 A ①校外活動で何をした
かを明日先生に話せるよ
うに，文章を考えておく。
B ①昼に珍珠奶茶を買いに行ったとき何を聞か
れているか分からなくて困ってしまったけど，
その後すぐに TA でそのことを教えてもらえた。
実際に体験があって知りたいことだったからす
ごく嬉しかった。この留学で体験と結びつけて
たくさんのことを知りたいと思った。
L ②今日の活動をしっ
かり報告できるといい
と思う。  L ③自分一
人 で 作 文 す る の は 不
安。文法に自信が無い
からだと思う。
M ①体力を回復した
い。あんまり疲れてい
ると気分も落ち込んで
しまうので。
学生 1 月末（得点） 3 月末（得点） 増加（点）
A 136 201 +65
B 232 277 +45
C 185 229 +44
D 178 212 +34
E 174 201 +27
F 206 231 +25
G 182 195 +13
H 216 227 +11
I 196 200 +4
J 209 207 –2
K 224 221 –3
L 183 175 –8
M 198 161 –37
平均 193.8 210.5 +16.7
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3/8 A ②明日は臭豆腐を食べ
たという話題を先生に話
す。
B ②因為＊＊同學不舒服 , 今天的輔導只有老
師和我一個人。雖然這應該是好機會 , 我沒想
到問題要問他。如果我有很多問題的話 , 這個
輔導一定會變得更好。所以 , 明天我要准备几
個問題想問他。
L ④夜ごはんを買う時
に，ゆっくりだけど習
ったように言えた。　
L ⑤ちゃんと言葉で伝
えることができたかは
分からない。つい不安
で料理を指さしてしま
う。
復習をやって一度ノー
トを整理したい。輔導
が最後なので集中した
い。
3/9 今日は改めて本場の中国
語の発音を聞き取る難し
さを感じた。もっと努力
して授業に臨んでいきた
い。
B ③タンタン麵のレストランに行って，教
科書で習った通りの流れで役立っているの
を実感。勉強したことが行動（日常）に活
かされて嬉しい。習ったことを毎日使って
身につけていきたいと思う！
L ⑥体調管理。休み時
間とかでも先生ともっ
と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ンをとっていこうと思
う。自分から色々質問
するべきだと思う。
M ②一日目一杯行動し
ていて限界を越えてい
る。自分のペースに戻
したい。明日は休む。
3/10 明日は，午前から授業が
ないので，気が楽である。
故宮博物院に関してもっ
と調べておけばよかった
と後悔しました。
興味でおにぎり形のパン買ったけど，もう
変なものは買わないで，せっかくだからお
いしいものを食べようと思った。授業中何
度か日本語を使ってしまったので今度は日
本語使わないように頑張ろうと思う！
もっと大きく話すよう
に 1 日 1 回はどの先生
でも言われてしまう，
気をつけてやっていき
たい。L ⑦発音に不安
があるからだと思う。
今日はたっぷりと眠っ
て，明日に備えたい。
（明日沢山動くだろう
から。）故宮博物院の
展示についての宿題は
また明日。
3/11 台湾のアイス屋の人に，
僕たちは早稲田大学の学
生ですと言ったら日本語
で「すごい」と言われま
した。なぜか申し訳ない
気持ちになりました。も
っと勉強せねばいけない。
今日書けてなかった分の日記を書いていた
ら，前の方が中国語を使って話しかけよう
と努力していたことに気付いた。周りと仲
良くなってきて生活にも慣れてきて気がゆ
るんでたんだと思う。気付けばもう一週間。
あと 10 日しかないから，一日一日を大切に
積極的に話せるようにしようと思った！
明日から授業再開。発
表の時に大きな声で発
音してみようと思う。
寮生活に慣れてきて余
裕が出てきた。
M ③ゆっくり眠って明
日こそしっかりとリセ
ットしたいと思った。
しかし，寝ても寝ても
頭が朦朧とするのは何
故だろう…。
3/12 今日は本屋で在庫がある
か中国語で尋ねて通じま
した。この調子で頑張っ
ていこうと思う。
多多緑茶できかれた単語が分からなくて答
え方が分からなくなってしまったけど，次
は自分から全部説明してみようと思う。九
份のスピーチは内容は考えてあったのにい
ざとなったら単語でてこなかったり，単語
分かっても言い回しがでてこなかったので
分からないことだらけなのを実感。頑張ん
なきゃ。
L ⑧今日は少し大きな
声で話せたと思う。明
日の発表もがんばりた
い。人前で発表するこ
とに少しずつ慣れてき
たと思う。最終日まで
にもっと慣れなきゃい
けない。
今日はやっとゆっくり
出来て，本当に嬉しか
った。明日はペースを
守りながら，散策に参
加してみようかと思
う。
3/13 A ③昨日行った所の地名
や食べた物をしっかり覚
えていないと，会話がう
まくいかないことになる。
今度からは，メモをとっ
ておこうと思う。
夜日記書きながらすぐ寝ちゃうから勉強で
きなくて，ちゃんとやろうと思った。1 人
で買い物できて楽しかった！ B ④習ったこ
と，覚えたこと使える環境で嬉しい。龍山
寺一緒に行った人といっぱい中国語で話せ
た！簡単な言葉ばっかりだったけど通じて
嬉しい！
L ⑨華西街で足ツボの
店 の 勧 誘 を 受 け た と
き，しっかりと話した
事が聞きとってもらえ
てうれしかった。一般
の人に聞き取ってもら
えると自信になる。
今日は一日よく動き，
充 実 し て い た。M ④
が，睡眠時間を確保せ
ねば。
3/14 A ④明日は，いつもと違
って A 班の先生なので，
朝早く起きて，予習をし
てから授業に臨むように
する。
予習が全然追いつかなくて授業についてい
けないから，今日は午後文化散策いかない
で夜はちゃんと勉強できるようにした。明
日の授業は分かるといいな。
明日の淡水がとてもた
のしみ。L ⑩授業はＡ
班の先生に変わるらし
く，不安。優しい先生
だったらいいなあ。
師大夜市はとても面白
い。開拓したい。遠出
しなくても，生活に即
して言語を使えてよか
った。淡水は皆良いよ
と言うので，明日はと
ても楽しみ。
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3/15 明日は午前中から自由活
動ができるので，充実し
た日々を過ごそう。
台湾の人と話すときの会話の内容がいつも
同じようなことになっちゃうから，もっと
色んな話できるようなりたいと思った。何
人かと一緒にいると人まかせになることが
ある気がするから，積極的に頑張らなきゃ
と思った。
明日は一日休み。自由
に動けるのでとても楽
しみ。お土産を買いに
行きたい。
一日沢山動いて，よく
外を見ようと思う。な
んとなく，気分が晴れ
たので，明日からしっ
かりやりたい。
3/16 あと 5 日しかないが，輔
導課も入れたのでしっか
り勉強もしたいと思う。
屋台の捲餅を買ったときに，値段かいてな
かったのに「これ欲しい」って言って，い
くらかきいたら 55 元て言われた。予想より
高かったけど，もう買うって言っちゃった
しふつうに払っちゃった…。ぼったくられ
たかなーと不安だったから，これからは値
段をきいてから買おうと思った。。。外では
憶せず中国語で話しかけられるようになっ
てきたと思う！
一日中歩き回ったので
とても疲れた。他のメ
ンバーとも仲良くなっ
てきたからつい夜も夜
更 か し し て し ま い ま
す。明日しっかり集中
できるようにがんばり
ます。
一日遊んだ。残りの
日々，頑張ろうと思う。
3/17 冊子作りに時間がけっこ
うかかったためか，睡眠
不足になっている気がす
る。A ⑤自分の体調管理。
発音を教えてもらったから，an と ang の違
いに気をつけながら話してみようと思った。
L ⑪明日はＢ班の先生
なので少し緊張。
M ⑤寝たい！！明日は
ゆっくりと眠りたいと
思う。
3/18 A ⑥酒はほどほどにしな
くてはいけない。
輔導は 1 時間しか取っていなかったから短
かったけど，最後の輔導だったから頑張り
ました。終わった後に Tutor の人といっぱ
い話しが出来て，その時割とスムーズに単
語がでてくるようになったのを感じられて
嬉しかった。最初と比べてすごく会話がで
きるようになったと思うし，聴きとれるよ
うになったと思う。あと少しだけどいっぱ
い会話ができるといいな。
明日の冊子作りは何を
するんだろう。科目登
録が不安―！
M ⑥大殺界のような日
だった。　M ⑦無理に
人と行動しているから
疲れるのだと発見。適
当にやろうと思う。
3/19 思ったことに，文章を作
るといっても，一年間教
育のテキストを学んだだ
けでは，難しいというこ
とである。
KTV が楽しかった♪多人数でカラオケに行
ったことなんてなかったから歌えないかな
ーと思ったけど，頑張ってみて良かったな
と思う。今回の台湾研修はあと 2 日しかな
いから，挑戦できることとかどんなことで
も頑張りたいと思う。
明日最後の授業。あっ
という間に過ぎたよう
に感じます。＊＊先生
に教えてもらうのが最
後だと思うととても寂
しくなります。
一人でふらふらした
り，個人的な時間が充
分にとれた。自分でよ
く考えて行動したい。
3/20 ＊＊君に今になって初め
て「覚得」という役立つ
単語を教えてもらいまし
た。もっと早く知ってれ
ばよかった。
スピーチは人前で喋ると四声が変になった
り変なところで途切れてしまったりして本
当に伝わるかな，と少し不安になった。で
も内容は今日台湾人の友達にチェックして
もらったから自信持って明日発表しようと
思う。みんなにちゃんと伝わるように丁寧
に話したいと思う。
（なし） 「台湾の人は親切です」
と語るので，拙いなり
に伝えたい人に伝われ
ばと思う。まがいなり
にもスピーチなのだか
ら。
3/21 最後になって思ったこと
は，もっとしっかりと勉
強すればよかったと思っ
た。確かに研修前に比べ
ればかなり上達したが，
やはり自分から発信する
能力がまだまだ足りてな
いと感じた。帰国しても
中国語の勉強を続けてい
きたい。
台湾での 17 日間の思い出は私の宝物です。
とにかく楽しくて，でもそれだけじゃなく
て本当に勉強になってコミュニケーション
力ついたと思います。毎日反省したり進歩
を実感したり，一日一日が発見でいっぱい
でした。日本に帰ってからも中国語に積極
的に触れて，絶対話せるようになります！！
（なし） （なし）
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3．1．教室外での活動の内容を教室学習に結び付ける
日々の授業は，前日の午後や夜の活動内容の報告からスタートする。レベルの高いクラスでは必
ずしもテーマを限定しないが，レベルの低いクラスは毎回テーマを指定し宿題としている。Ａ，Ｌ
はどちらも一番下のクラスに属しているが，3/7 の宿題は夜の活動である「公館（夜市）」で何をし
たか，何を食べたかを翌日の授業で報告することである。必要であろう語彙や文型は授業時に学習
している。この宿題をＡ，Ｌが強く意識していたのが分かる（3/7A ①，3/8A ②，3/13A ③，3/7L
②③）。特にＬにとっては「自分一人で作文するのは不安。文法に自信が無いからだと思う」とある
ように，かなりのプレッシャーだったようだ。
やや上のクラスに属しているＢ，Ｍには特に記述が見られないが，翌日の報告の必要もあり，「校
外活動や個人行動のメモ」欄が比較的詳細に記されている。一部には中国語での記載を試みる学生
もいて，例えばＢの 3/8 の「一日の反省，明日に向けて」は中国語で書かれているが（3/8B ②），
それ以外の欄も全て中国語になっている。（残念ながら中国語で書かれているのは 3/8 と 3/9 の一部
のみで，その後は日本語での記述に戻っている。）
3．2．教室で学習した内容を教室外活動に結び付ける
テキスト自体が本研修の実践の中から生まれた短期研修用の教材であることから，テキストには
台北での短期研修で学生が遭遇するであろう場面を多く取り上げ，教室学習と教室外の空間の垣根
をできるだけ低くし，学んだことがそのまま実践につながるよう工夫している。学生も授業で学習
したことをそのまま実際の生活の中で試し，実践することでより確かなコミュニケーション能力を
獲得していくことになる。Ｌもこわごわではあるが教室学習を教室外活動に結び付けようとしてい
る（3/8L ④）。Ｂは明らかに意識的に両者を結びつけようとしているのが分かる（3/9B ③，3/13B ④）。
3．3．教室と教室外との相互リンク
教室外活動→教室学習，教室学習→教室外活動という二つの流れは教科書の内容や授業方法によっ
て，我々が意図的に作り出したものだが，それに加え，学生自ら教室と教室外との相互リンクを意
識的に行っていることが確認できる。3/7B ①は授業，輔導，教室外活動が相互に結びついた具体的
な例として興味深い。当日（3/7）の午前の授業で「珍珠奶茶」が話題となった。そこでＢは昼休
みに友達と一緒に「珍珠奶茶」を買いに行く。ところが「何を聞かれているのか分からなくて困っ
てしまった」ので「ＴＡ（輔導のこと：筆者注）でそのことを教えてもらった」。学習日記の「輔導
で学習したこと」欄には「珍珠奶茶の氷の量，砂糖の量の頼み方を教わった」と記されている。つ
まり［教室学習］［教室外活動］［輔導］が一連のコミュニケーション学習として有機的に結びつい
ているのが分かる。Ｂはさらに「この留学で体験と結びつけてたくさんのことを知りたいと思った」
と記しているように，これを意識的に行っている。Ｂの成績は研修前で 232 点であり，中級レベル
の学生である。短期研修で大幅に成績が上がるのはＡのような入門，初級レベルの学生が多く，中
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級以上の学生は必ずしも多くはない。今回の研修でも TACC 得点上昇上位に並んでいるのは，ほと
んどが 100 点台の学生である。教室学習と教室外活動とを結びつけることを意識的に行っているこ
とが，中級レベルであるＢの成績向上に関与していると思われる。
3．4．学習意欲，不安，体調
研修初日は夕刻に台北に到着し，荷物を宿舎の部屋に置いたあと，そのまま歓迎会に出かける。
歓迎会では各クラスの担当教員と顔合わせをする。その時点から研修の学習がスタートすることに
なる。初日（3/5）の記述は以下とおり。
　Ａ：明日から頑張って授業についていきたい。
　Ｂ： 言葉につまることもいっぱいあったけど，自分の少ない語句でも会話ができることが分かっ
てすごく嬉しい。思ったよりも通じてやる気が出た。積極的に会話できたらいいな。
　Ｌ：すこしずつ相手が何を言っているか聞き取れるようになりたい。
　Ｍ：沢山間違えても喋ろうと思った。
Ａ，Ｂ，Ｌ，Ｍの全が高い学習意欲を持っているのが分かる。Ａ，Ｂはその後も特にトラブルもなく，
学習意欲が持続している。Ａは研修の終盤で寝不足や飲酒への反省や体調管理についての言及があ
るものの（3/17A ⑤，3/18A ⑥），研修に影響を与えるほどではない。
一方，Ｌの記述には 2 日目（3/6）に「会話に抵抗がある」（3/6L ①）とあり，また「自分一人で
作文するのは不安。文法に自信が無いからだと思う」（3/7L ③）「ちゃんと言葉で伝えることができ
たかは分からない。つい不安で料理を指さしてしまう」（3/8L ⑤）「発音に不安があるからだと思う」
3/10（L ⑦）と，中国語でコミュニケーションすることに対する不安が繰り返し記されている。1 週
間が過ぎた 3/12 になり，中国語でコミュニケーションすることにようやく慣れ始めたようで（3/12L
⑧），教室外活動で一般の人と中国語でコミュニケーションを取ることが出来たという体験を経て，
自信を持つようになり，学習の歯車がかみ合っていった（3/13L ⑨）。しかし，その後も担当教員が
変更になった 3/14，3/17 ではそのことへの不安が記されている（3/14L ⑩，3/17L ⑪）。同じクラ
スのＡも 3/14 では担当教員変更に触れているが，それが不安につながるような記述はない（3/14A
④）。Ｌには体調に関する記述も見受けられるが（3/9L ⑥），そのことが直接研修に影響を与えた様
子はない。もっぱら精神的な不安，中国語でのコミュニケーションへの不安が大きなストレスとなり，
そのことがスムーズな学習を阻害していたことが分かる。
Ｍはしきりに体調について記している（3/7M ①，3/9M ②，3/11M ③，3/13M ④，3/17M ⑤，
3/18M ⑥）。団体として行う短期語学研修では一定の拘束力を持ったプログラムが組まれる。今回の
プログラムはＭにとってオーバーワークとなっていたようである。体調不良が気力低下を招くとい
う悪循環に陥っていた。しかし，3/18 には「無理に人と行動しているから疲れるのだと発見。適当
にやろうと思う」（3/18M ⑦）との記述があり，この段階で吹っ切れたようだが，時すでに遅く，Ｍ
にとって今回の研修は十分な成果をあげられるものではなかった。これはＭ本人の問題というより
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は，プログラムを組み，研修を実施した私達の側に問題があったと考えるべきであろう。どのよう
な研修にもＭのように参加者共通のプログラムが過剰な負担となる学生が存在することには注意を
払う必要がある。またＬもメンタルの面から研修にスムーズに入り込めなかった。幸い研修の中盤
で何とか慣れ始めたようだが，Ｍとあわせ研修の実施側が何らかの配慮をする必要がある。
4．おわりに
今回は 4 名の学習日記，しかもその一部分のみの分析を行ったが，Ａのように終始高い学習意欲
を維持し続け，我々の意図したとおり，教室学習と教室外活動を結びつける中で中国語コミュニケー
ション能力を向上させていった者，Ｂのように我々の意図を読み取った上で，さらに意識的に教室
学習と教室外活動を結びつけてコミュニケーション能力を伸ばしていった者がいる反面，Ｌのよう
に精神的な不安から十分な成果の得られなかった者，Ｍのように研修がオーバーワークであったた
め体調を崩し全く成果の得られなかった者がいることが明らかになった。
本稿では学習日記の「一日の反省，明日に向けて」のみを取り上げたが，Ｂ 4 紙 17 枚にびっし
りと書かれた学習日記と授業録画をつき合わせながらそれぞれの学生の日々の学びを追っていくと，
脈打つような学びのダイナミズムを感じさせられる。短期研修の学びの全体像及びその後の日本国
内での学びとの連携については別の機会に報告したい。
［注］
1　 事前に全員に研究の趣旨を説明し，教室学習のビデオ撮影，学習日記の記入及びそれらを文字起こししたものから
個人情報を削除した上で研究資料として利用し，公開することについて文書で同意を取った上で，諸作業を行った。
教室授業のビデオ撮影の文字起こしについては堂免佑子さん（当時早稲田大学教育学部学生），西暢子さん（麗澤大
学非常勤講師）の協力でほぼ整理が終わっている。
2　 村上公一・砂岡和子・于洋・梅田雅子・李利津（2003）「赴華中文短期研習與利用網路環境的事前，事後學習」（『第
七屆世界華語文教學研討會論文集』）参照。
3　 同テキストの修訂版である『青春遊學－日本人學華語（大學中級漢語）』（信世昌，林秀惠主編）が 2009 年に同出版
社から出版されている。
4　 村上公一・砂岡和子・劉松（2005）「Computerized Adaptive testing （CAT） 方式的網路中文口語測驗的開發」（『第
四屆全球華文網路教學研討會論文集』）参照。
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Ｂの 3/7 の「学習日記」（氏名等プライバシーにかかわる記述は黒塗りしてある）

